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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成24年５月15日に提出いたしました第185期第１四半期(自　平成24年１月１日　至　平成24年３月31日)

四半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告書の

訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

　第一部　【企業情報】

　　第２　【事業の状況】

　　　１　【事業等のリスク】

　　　３　【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部 【企業情報】
　第２ 【事業の状況】
　　　１ 　【事業等のリスク】

　

（訂正前）

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

当社グループは、当第１四半期連結累計期間において営業損失を計上しております。

これにより継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象または状況が存在しておりますが、販

売力の向上及び新規市場の開拓により更なる収益改善を実施し、着実に改善の方向に向かいつつあります。

今後、更なる収益の改善施策に取り組み、早期に赤字体質からの脱却を図る所存であります。

なお、資金面に関しては、急激な市場環境等の変化による資金需要に耐えうる流動性の高い資産を有して

おります。

　

（訂正後）

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

当社グループは、当第１四半期連結累計期間において、９千３百万円の営業損失を計上しております。

これにより、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状

況が存在しております。
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　　　３　【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

（訂正前）

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１千３百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　

（訂正後）

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１千３百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　

(4) 事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討及び当該重要事象等を解消し、又は改善

するための対応策

当社グループには、将来にわたって事業活動を継続する前提に重要な疑義を生じさせるような事象ま

たは状況が存在しておりますが、これは９千３百万円の営業損失を計上しているためであります。

当社グループは、当該状況を解消すべく、数年間継続した合理化を経て営業損失を減少させ、着実に改

善の方向に向かいつつあります。

このような状況の中、当社グループは、平成24年４月１日付けで、自立した法人として責任を明確にし、

各事業の特性を生かして新しい成長戦略を策定・実行することで、ダントーグループ全体として企業価

値を向上させることを目的とし、また、グループ組織体制のスリム化を図るために連結子会社の組織再編

を行っております。

これによりグループ全体として企業価値を向上させるとともに、営業体制の抜本的な見直しを行い、更

なる収益の改善施策に取り組み、当第２四半期連結累計期間計上の営業損失９千３百万円を早期に解消

し、営業黒字体質の構築に取り組む所存であります。

なお、資金面に関しては、急激な市場環境等の変化に対応するための現金及び預金を中心とした金融資

産を有しております。
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